










































                                                        
1 本稿で挙げる例は、出典を明示しない限り、筆者による作例である。例の和訳は全部直訳で、必ず自然な
日本語文であるわけではない。 
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(6) * 我被他穿了衣服。(私は彼に服を着られた。) 































(i) 箱子被她捆上了繩子。(箱は彼女にロープで縛られた。)(李臨定 1980: 402) 
(ii) 肉被我炒了青椒肉絲。(肉は私に炒められてチンジャオロースにされた。) 
(iii) 這塊地被他們建了房子。(この土地は彼らに家を建てられた。) 
(iv) 花被她澆了水。(花は彼女に水をかけられた。)(熊仁芳 2014: 134) 
ここで、主格名詞と対格名詞とが所有関係をもつとは考えにくく、(4)〜(8)とは異なる類の文と認めざる
を得ない。本稿では、このような文を直接受身文とし、考察の対象から除く。 










































接受身文の例を 1 つずつ挙げる。 
 
(11) * 飯被他吃上了。(食事は彼に食べ始められた。)3 
(12) 袖子被狗咬住了。(袖は犬にしっかり噛み付かれた。) 
(13) 腿被他打斷了。(足は彼に打たれて折れた。) 




(15) * 我被他吃上了飯。(私は彼に食事を食べ始められた。) 
(16) 我被狗咬住了袖子。(私は犬に袖をしっかり噛み付かれた。) 
(17) 我被他打斷了腿。(私は彼に足を打たれて折らされた。) 























役状況の定義では、causing event と caused event が前後して発生し、かつ後者の実現が前者の実現、そして
 













直接受身文では、この⑤と⑥はいずれも許容される。例を 1 文ずつ挙げる。 
 
(23) 我的信被郵局退了回來。(私の手紙は郵便局から返されてきた。)5 




(25) a. ?? 我被郵局退了信回來。 
b. * 我被郵局退了回來信。 
(私は郵便局に手紙を返されてきた。) 
(26) a. 我被他拍了兩下肩膀。 
b. ?? 我被他拍了肩膀兩下。 














(i) * 書被他看起來了。(本は彼に読み始められた。) 























(31) a. ** 他被人打身上得傷痕累累的。 
















































(42) ? 肩膀被人拍了。(肩は人にたたかれた。) 
(43) ? 後背被人戳了。(背中は人につつかれた。) 
(44) 鬍子被人刮了。(ひげは人に剃られた。) 
(45) 頭髮被人剪了。(髪は人に切られた。) 








(48) ?? 論文被人寫了。(論文は人に書かれた。) 
(49) ?? 電腦被人修了。(パソコンは人に修理された。) 
(50) ?? 玩具被小孩玩了。(おもちゃは子供に遊ばれた。) 











(52) ?? 我被人打了弟弟。(私は人に弟を殴られた。) 
(53) 我被人踩了腳。(私は人に足を踏まれた。) 
(54) ? 我被人拍了肩膀。(私は人に肩をたたかれた。) 





(60) ?? 我被人寫了論文。(私は人に論文を書かれた。) 
(61) ?? 我被人修了電腦。(私は人にパソコンを修理された。) 
(62) ?? 我被小孩玩了玩具。(私は子供におもちゃを遊ばれた。) 









が提示した 6 つの動詞6のうち、5 つは「完全になくなる」という動作対象の状態変化を意











































(64) 所有傾斜:  
身体部分 > 属性 > 衣類 > (親族) > 愛玩動物 > 作品 > その他の所有物8 








































(71) ? 我被人拍了肩膀。(私は人に肩をたたかれた。)((54)の再掲) 
(72) ? 我被人戳了後背。(私は人に背中をつつかれた。)((55)の再掲) 













(75) a. ? 他被對手抓了弱點。(彼は相手に弱点をつかまれた。) 
b. 他被對手抓住了弱點。(彼は相手に弱点をしっかりつかまれた。)(結果補語) 























(80) ? 他被人扯了衣服。(彼は人に服を引っ張られた。)([+REM]) 
(81) ? 他被人打了眼鏡。(彼は人に眼鏡をたたかれた。)([+IMP]) 





(83) a. ?? 他被人拍了帽子。(彼は人に帽子をたたかれた。) 




















(87) a. ?? 我被人踢傷了狗。(私は人に犬を蹴られて怪我させられた。)  
a′. 我的狗被人踢傷了。(私の犬は人に蹴られて怪我した。) 
b. ?? 我被人踢傷了寵物狗。(私は人に飼い犬を蹴られて怪我させられた。) 




(88) a. ?? 他被人毒死了牛。(彼は人に牛を毒殺された。)  
a′. 他的牛被人毒死了。(彼の牛は人に毒殺された。) 
b. ? 他被人毒死了一頭牛。(彼は人に 1 頭の牛を毒殺された。) 
b′. 他的一頭牛被人毒死了。(彼の 1 頭の牛は人に毒殺された。)  






























(89) a. ?? 我被人活埋了狗。(私は人に犬を生き埋めにされた。) 







(90) a. ?? 我被人踢了愛犬。(私は人に愛犬を蹴られた。)  






(91) ?? 他被土匪殺了父親。 
(彼はならず者に父親を殺された。)((8)と(37)の再掲)(使役動詞) 










(93) a. * 他被土匪殺了 1 個父親。(彼はならず者に 1 人の父親を殺された。) 
b. * 他被土匪殺了最愛的父親。(彼はならず者に最愛の父親を殺された。) 
                                                        
9 馬志剛(2017)では“保留賓語被動句”としている。 














(94) a. ? 畫家被人燒毀了作品。(画家は人に作品を焼却された。)  
b. 畫家被人燒毀了好幾幅作品。(画家は人に何枚もの作品を焼却された。) 
(使役動詞) 




(96) a. ? 俄羅斯被美國抓住了情報人員。 
(ロシアはアメリカにスパイを捕まえられた。) 
b. 俄羅斯被美國抓住了 12 名情報人員。 
(ロシアはアメリカに 12 名のスパイを捕まえられた。) 
(結果補語) 
(97) a. ? 美軍被敵方打落了戰鬥機。 
(米軍は敵側に戦闘機を撃ち落とされた。) 
b. 美軍被敵方打落了 2 架戰鬥機。 






(98) a. ? 畫家被人燒了作品。(画家は人に作品を燃やされた。) 
b. 畫家被人燒了好幾幅作品。(画家は人に何枚もの作品を燃やされた。) 
([+REM]) 
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(100) a. ?? 俄羅斯被美國打了 12 名情報人員。 
(ロシアはアメリカにスパイを殴られた。) 
b. ?? 俄羅斯被美國打了 12 名情報人員。 






(101) a. ?? 美軍被敵方打了 2 下戰鬥機。(米軍は敵側に戦闘機を 2 回撃たれた。) 







(102) a. ? 我被他穿走了衣服。(私は人に服を着て行かれた。) 


















表 1 所有物名詞と述語の共起状況およびその容認度一覧 
 
[+使役性]述語 [−使役性]述語 
結果補語 使役動詞 [+REM] [+IMP] [+CONS] 動量補語 
限定成分が必須
ではない 
身体部分 ○ ○ ○ ○  ○ 
属性 ○ ○     
衣類 ○ ○ × ×  × 
限定成分が必須 
その他 ○ ○ ○ × ○ × 
愛玩動物 ○ ○  ×  × 
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 Factors relevant to the acceptability of 




In this paper, we investigate several features observed in direct passives in Mandarin Chinese, both 
syntactically and semantically, to see if they are also applicable to possessive passives. Furthermore, 
we analyze how the causativity of the predicate and the closeness of the possessive relation between 
a possessor and a possession affect the acceptability of a possessive passive sentence. 
The conclusion is summarized as follows. First, in possessive passives, causative predicates are 
usually preferred. However, if a non-causative predicate connotes a sense of strong affectivity, it may 
also be acceptable. Secondly, nouns that represent non-autonomous entities which are closely related 
to their possessors, are highly likely to be acceptable. For nouns that represent two certain types of 
possessions, it is possible to improve their acceptability by adding quantifiers and determiners to them, 
which produces an interpretation that they are closely related to their possessors. 
